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 事業概要 

熱帯降雨観測衛星 TRMM を活用した全球雨分布データを,GSMaP アルゴリズム(V7)を用いて 2000 年
～2014 年の期間で処理する. 

PR アルゴリズム(V8)と DPR アルゴリズム(V6)の連続性を長期間の観測データをもとに確認する.  
 
参考 URL: https://www.eorc.jaxa.jp/TRMM/index_j.htm 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

アルゴリズムの評価,改善やプロダクト作成のため,降水観測に関する複数衛星・センサデータを用い
た長期処理を短期間で処理するために,JSS2が必要.処理アルゴリズムの複雑さのため,JSS2の厳格な事
業進捗管理,緊急対応,運用側によるきめ細かなユーザ対応等が求められ,JSS2 を利用しなければ,短期
間での再処理は達成し得ない事業と言える. 

 

 今年度の成果 

2020 年度に予定されている GSMaP のバージョンアップにに向けたアルゴリズム評価のため, GSMaP
の試験処理を実施した.  
地形性降雨判定手法で用いられるデータベースおよびアルゴリズムの差し替え, それぞれ前方計算処
理・降水リトリーバル処理・グリッド化処理を延べ 8 か月分実施し, 差し替え前後の推定降水量の差や
妥当性を評価した.  
いくつかの試験処理では, 地形性降雨判定域全体, あるいは一部の地域で著しい過大評価が表れたケー
スがみられた(図 1 赤丸囲み域). これらは, データベースに用いられる GPM/DPR のサンプルが十分
でないこと, 推定降水量に大きく依存するあられ密度の設定値に起因する不具合であることなどが明ら
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かとなった これらの知見を元に データベースを に差し替えたり あられ密度を動的に
推定した値に差し替えたりすることにより 地形性降雨判定手法に伴う不具合が解消された 図

では並列処理を実行することにより処理時間が短縮され 開発サイクルの加速につながった

図 年 月における月平均降水量分布 地形性降雨判定手法に用い
たデータベースは を入力としたもの ロシアのチュクチ地方や

中・高緯度帯の一部で降水量が著しく大きくなっている
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成果の公表

査読付き論文

査読なし論文
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開発と社会での実利用推進に関わる功績」 日本気象学会 春大会 東京

口頭発表

山地萌果 久保田拓志 衛星全球降水マップ の誤差幅情報の提供に向けた検証
日本気象学会 春大会 東京
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世界の雨分布速報 
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https://www.eorc.jaxa.jp/TRMM/index_j.htm 
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プロセス並列手法 非該当
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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